
一

　
　

一
、
は
じ
め
に

　

さ
き
に
筆
者
は
、
和
歌
文
学
会
の
東
京
例
会
（
令
和
元
年
十
二
月

二
十
一
日　

於
二
松
学
舎
大
学
）
に
お
い
て
「
安
撰
和
歌
集
釈
教
部
の

検
討
」
と
題
し
た
口
頭
発
表
を
行
い
、
そ
こ
で
東
密
安
祥
寺
流
の
僧
侶

た
ち
の
歌
を
集
め
た
『
安
撰
和
歌
集
』（
以
下
『
安
撰
集
』）
の
釈
教
部

に
関
す
る
検
討
及
び
考
察
を
試
み
た
が
、
そ
の
発
表
に
関
連
し
て
、
高

野
山
大
学
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
本
集
の
テ
ク
ス
ト
二
種
類
を
閲
覧
し
て

み
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
が
通
行
の
本
文
た
る
新
編
国
歌
大
観
本
の
そ
れ

と
比
べ
て
、
歌
数
や
作
者
名
な
ど
に
お
い
て
違
い
の
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
や
、
底
本
の
信
頼
性
に
お
い
て
よ
り
優
れ
て
い
る
箇
所
の
あ
る
こ
と

な
ど
が
知
ら
れ
た
。
た
だ
、
そ
の
点
を
発
表
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
時

間
の
都
合
も
あ
っ
て
果
た
せ
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
高
野
山

大
学
所
蔵
本
―
三
宝
院
本
及
び
日
光
院
本
―
に
つ
い
て
、
書
誌
及
び
本

文
の
校
合
、
さ
ら
に
は
作
者
別
索
引
の
作
成
な
ど
と
い
っ
た
、
基
礎
的

な
側
面
か
ら
の
検
討
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。
な
お
紙
数
の
関
係
上
、

本
稿
で
は
上
篇
と
し
て
、
資
料
の
書
誌
及
び
、
残
欠
巻
か
ら
巻
十
八
ま

で
の
本
文
校
訂
案
を
収
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　

二
、
資
料
の
書
誌

　

こ
こ
で
は
三
宝
院
本
及
び
日
光
院
本
の
書
誌
を
示
す
。
な
お
管
見
に

入
っ
た
善
通
寺
系
写
本
（
ウ
ェ
ブ
閲
覧
）
及
び
、
活
字
本
二
種
類
に
つ

い
て
も
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

　

二
―
一
、
高
野
山
三
宝
院
本
（
令
和
元
年
十
一
月
閲
覧
）

⑴
所
蔵

・�

高
野
山
大
学
付
属
図
書
館
（
特
９
―
三
―
43
）。
な
お
所
蔵
者
は
高

野
山
三
宝
院
で
、「
事
相
部
・
第
九
函
・
共
一
冊　

三
宝
院
蔵
書
」

と
分
類
せ
ら
れ
て
い
る
。

⑵
大
き
さ

・
縦
一
五
・
五
糎
×
横
一
七
・
二
糎
の
枡
形
本
。

　
安
撰
和
歌
集
本
文
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
〔
上
〕

　
　
　
―
高
野
山
大
学
所
蔵
本
の
検
討
を
中
心
に
―

†
但
馬
貴
則

    †  

大
阪
産
業
大
学 

全
学
教
育
機
構 

非
常
勤
講
師

　

  

草
稿
提
出
日
　

6
月
29
日

　

 

最
終
原
稿
提
出
日
　

7
月
8
日



二

⑶
装
丁

・
四
ツ
目
綴
じ
で
、
紺
色
の
表
紙
を
有
す
る
。

⑷
構
成

・�

全
一
冊
で
、
本
文
九
三
丁
（
三
三
丁
の
み
白
紙
）。
内
訳
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　

一
丁
表
～
七
丁
表
…
残
欠
巻
（
内
容
は
恋
部
）。

　

八
丁
表
～
一
五
丁
表
…
巻
第
十
四　

戀
哥
四

　

一
六
丁
表
～
二
三
丁
裏
…
巻
第
十
五　

戀
哥
五

　

二
四
丁
表
～
四
〇
丁
表
…
巻
第
十
六　

雜
哥
上

　

四
一
丁
表
～
五
三
丁
表
…
巻
第
十
七　

雜
哥
中

　

五
四
丁
表
～
六
三
丁
裏
…
巻
第
十
八　

雜
哥
下

　

六
四
丁
表
～
七
二
丁
裏
…
巻
第
十
九　

釋
教
哥
上

　

七
三
丁
表
～
八
四
丁
表
…
巻
第
二
十　

釋
教
哥
下

　

八
五
丁
（
表
裏
と
も
）
…
撰
者
た
る
興
雅
に
よ
る
漢
文
の
奥
書
。

　

八�

六
丁
表
～
九
〇
丁
裏
…
後
光
厳
院
、
後
円
融
院
の
叡
覽
に
関
す
る

消
息
。

　

九�

一
丁
表
～
九
二
丁
表
…
實
詮
に
よ
る
残
欠
本
発
見
に
関
す
る
奥
書

（
享
保
十
九
年
四
月
）。

　

九�

二
丁
裏
…
三
宝
院
法
恵
に
よ
る
本
書
書
写
に
関
す
る
奥
書
（
天
明

四
年
正
月
）。

・�

全
四
七
〇
首
で
、
新
編
国
歌
大
観
本
よ
り
一
首
少
な
い
が
、
こ
れ
は

新
編
国
歌
大
観
本
（
後
述
の
善
通
寺
系
写
本
も
同
様
）
に
見
え
る
歌

の
重
複
（
一
三
番
歌
と
九
五
番
歌
）
が
な
い
こ
と
に
因
る
。

⑸
外
題

・
な
し
。

⑹
内
題

・「
安
撰
集　

下
」。

⑺
本
文

・
片
仮
名
表
記
で
、
半
丁
あ
た
り
十
二
行
を
基
本
と
し
、
歌
は
二
行
書
。

⑻
奥
書
か
ら
窺
え
る
写
本
成
立
の
経
緯

・�

享
保
十
九
年
（
一
七
三
四
）、
弘
法
大
師
九
百
年
忌
の
年
に
、
高
野

山
宝
性
院
（
室
町
時
代
後
期
以
降
の
東
密
安
祥
寺
流
の
拠
点
）
の
書

庫
で
、
本
集
の
残
欠
本
が
発
見
せ
ら
れ
、「
安
流
末
資
」
た
る
實
詮

が
原
本
の
写
し
を
作
成
し
た
（
残
欠
本
の
原
本
の
現
所
在
は
不
明
）。

・�

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
弘
法
大
師
九
百
五
十
年
忌
の
年
に
、
高

野
山
三
宝
院
の
法
恵
が
實
詮
写
本
の
写
し
を
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち

本
資
料
で
あ
る
。

⑼
従
来
の
扱
い
及
び
そ
の
他
の
資
料
と
の
関
係

・�

影
印
の
公
刊
や
翻
刻
な
ど
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
新
編
国
歌
大
観

第
六
巻
所
収
の
『
安
撰
和
歌
集
』
本
文
の
作
成
に
際
し
、
本
資
料
が

校
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

・�
宝
性
院
で
発
見
せ
ら
れ
た
原
本
と
の
関
係
は
孫
に
当
た
り
、
管
見
の

範
囲
で
は
も
っ
と
も
原
本
に
近
い
資
料
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

・�

異
文
に
つ
い
て
の
註
釈
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
實
詮
写
本
を
そ
の

ま
ま
転
写
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
転
写
本
（
善
通
寺
系
写
本

な
ど
）
を
も
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



三

　

二
―
二
、
高
野
山
日
光
院
本
（
令
和
元
年
九
月
閲
覧
）

⑴
所
蔵

・�
高
野
山
大
学
付
属
図
書
館
（
０
７
８
―
０
２
７
―
０
１
）。
高
野
山

増
福
院
旧
蔵
。

⑵
大
き
さ

・
縦
二
三
・
五
糎
×
横
一
六
・
四
糎
。

⑶
装
丁

・
四
ツ
目
綴
じ
で
、
黄
土
色
の
表
紙
を
有
す
る
。

⑷
構
成

・
全
一
冊
で
、
墨
付
六
〇
丁
。
内
訳
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

二
丁
（
表
裏
と
も
）…
目
次
及
び
歌
数
に
つ
い
て
。

　

三�

丁
表
～
七
丁
表
…
春
部　

三
三
首
。
国
歌
大
観
本
一
四
八
～

一
八
〇
（
巻
十
六
）
に
該
当
。

　

八
丁
表
～
九
丁
表
…
夏
部　

八
首
。

　
　

�

同　

一
八
一
～
一
八
四
（
巻
十
六
）、
四
～
六
（
残
欠
巻
）
に
該

当
。

　

一
〇
丁
表
～
一
四
丁
表
…
秋
部　

三
四
首
。

　
　

同　

一
八
六
～
二
一
九
（
巻
十
六
）
に
該
当
。

　

一
四
丁
裏
～
一
五
丁
裏
…
冬
部　

一
四
首
。

　
　

同　

二
二
〇
～
二
三
三
（
巻
十
六
）
に
該
当
。

　

一
六
丁
表
～
二
七
丁
表
…
恋
部　

一
三
五
首
。

　
　

�

同　

一
一
～
四
一
（
残
欠
巻　

四
〇
番
歌
は
除
く
）、
四
二
～

九
四
（
巻
十
四
で
九
五
番
歌
は
除
く
）、
九
六
～
一
四
七
（
巻

一
五
）
に
該
当
。

　

二
八
丁
表
～
四
〇
丁
裏
…
雜
部　

一
四
二
首
。

　
　

�

同　

二
三
四
～
三
一
一
（
巻
一
七
）、
三
一
二
～
三
七
四
（
巻

一
八
）
に
該
当
。
な
お
三
七
二
番
歌
の
詞
書
に
見
え
る
實
卿
の
歌

も
本
文
に
入
れ
て
い
る
。

　

四
一
丁
表
～
五
二
丁
裏
…
釋
教
部　

九
七
首
。

　
　

�

同　

三
七
五
～
四
二
三
（
巻
一
九
）、
四
二
四
～
四
七
一
（
巻

二
十
）
に
該
当
。

　

五
三
丁
表
…
興
雅
に
よ
る
漢
文
の
奥
書
。

　

五�

三
丁
裏
～
五
七
丁
表
…
後
光
厳
院
、
後
円
融
院
の
叡
覽
に
関
す
る

消
息
。

　

五
七
丁
裏
～
五
八
丁
表
…
實
詮
の
奥
書
。

　

五�

八
丁
裏
～
六
〇
丁
裏
…
多
聞
院
覚
如
及
び
日
光
院
鑁
善
に
よ
る
奥

書
及
び
安
流
の
系
図
。

⑸
外
題
（
貼
題
簽
）

・�

左
上
に「
安
撰
集
」と
あ
り
、そ
の
下
に
割
註
と
し
て「
安
流
先
徳　

興

雅
僧
正
」
と
見
え
る
。
ま
た
右
下
に
「
日
光
院
所
蔵
」
と
墨
書
せ
ら

れ
て
い
る
。

⑹
内
題
（
小
字
は
割
註
）

・「
安
撰
集　
安
流
之
祖　

興
雅
僧
正　

全
」。

⑺
本
文

・�

平
仮
名
表
記
で
、
半
丁
あ
た
り
十
一
行
を
基
本
と
し
、
歌
は
一
行
書
。



四

⑻
奥
書
か
ら
窺
え
る
写
本
成
立
の
経
緯

・�
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）
六
月
に
多
聞
院
覚
如
が
三
宝
院
本
を
平

仮
名
表
記
に
改
め
、配
列
も
変
更
し
た『
安
撰
集　

全
』を
作
成
し
た
。

・�

文
政
元
年
の
暮
れ
に
日
光
院
鑁
善
が
右
の
覚
如
写
本
を
書
写
し
、
他

の
写
本
と
の
校
合
を
も
行
っ
た
上
で
「
日
光
院
本
」
を
作
成
し
た
。

す
な
わ
ち
本
資
料
で
あ
る
。

　

＊�

鑁
善
は
日
光
院
英
仙
の
法
流
に
あ
る
東
密
僧
で
、
両
部
神
道
の
一

流
派
た
る
「
御
流
神
道
」
に
関
す
る
聖
教
類
を
多
く
書
写
し
て
い

る
他
、
安
祥
寺
流
聖
教
類
の
書
写
も
行
っ
て
い
る
。

⑼
従
来
の
扱
い
及
び
そ
の
他
の
資
料
と
の
関
係

・�『
高
野
山
大
学
付
属
図
書
館
善
本
集
成　

第
一
期
「
増
福
院
文
庫
善

本
集
成
」』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
）
に
影
印
が
収
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

・�

三
宝
院
本
を
基
に
、
複
数
の
テ
ク
ス
ト
と
の
校
合
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
配
列
の
変
更
や
詞
書
の
簡
略
化
な
ど
と
い
っ
た
問
題
は
あ
る
も

の
の
、歌
本
文
を
見
る
上
で
は
重
要
な
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

二
―
三
、
そ
の
他
の
管
見
に
入
っ
た
テ
ク
ス
ト

Ⅰ
、
善
通
寺
系
写
本

※�

国
文
学
研
究
資
料
館　

館
蔵
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
し

た
。

〇
片
仮
名
本
（
セ
１
―
21
―
４
）

・�

安
永
五
年（
一
七
六
六
）に「
僧
正
光
国
」が
書
写
し
た
も
の
と
な
る
。

・�

光
国
の
奥
書
に
拠
る
と
、
實
詮
写
本
の
「
眞
教
」
に
よ
る
写
し
が
さ

ら
に
「
智
體
」
に
よ
っ
て
書
写
せ
ら
れ
、そ
れ
が
さ
ら
に
「
空
慧
」「
義

剛
」「
光
雅
」
ら
に
よ
っ
て
転
写
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を

校
合
し
て
作
成
し
た
も
の
が
本
写
本
と
な
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〇
平
仮
名
本
（
セ
１
―
91
―
４
）

・�

①
の
片
仮
名
本
を
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
阿
波
の
「
中
嶋
喜
右

衛
門
」
が
平
仮
名
本
と
し
て
書
写
し
た
も
の
で
、
歌
集
本
文
の
み
が

平
仮
名
と
な
っ
て
い
る
。

・�

若
干
の
誤
写
は
存
在
す
る
が
、
後
述
す
る
群
書
類
従
本
よ
り
誤
字
や

脱
字
な
ど
は
少
な
い
。

Ⅱ
、
活
字
本

〇
続
群
書
類
従
巻
第
三
百
七
十
一

・�

底
本
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
（
竹
柏
園
旧
蔵　

未
見
）
で
、
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
）
に
善
通
寺
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
写
本
を
「
海
量
」
が

さ
ら
に
書
写
し
た
も
の
と
な
る
。

・�

底
本
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
、「
権
僧
正
」
時
代
の
光
国
が
、
宝
暦

十
一
年
（
一
七
六
一
）
に
、右
の
善
通
寺
系
に
も
出
て
く
る
「
義
剛
」

の
手
に
な
る
實
詮
本
の
写
し
を
書
写
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

・�
複
数
の
転
写
を
経
た
写
本
で
あ
る
た
め
、
誤
字
や
脱
字
、
衍
字
な
ど

も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

・�

光
国
の
奥
書
に
は
、
児
や
新
発
意
の
た
め
に
片
仮
名
本
を
平
仮
名
に

改
め
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。



五

〇
新
編
国
歌
大
観
第
六
巻

・�
田
中
裕
氏
が
群
書
類
従
本
を
底
本
と
し
て
、
前
述
の
三
宝
院
本
を
も

用
い
て
校
訂
し
た
も
の
と
な
る
。

・�

校
訂
は
「
明
ら
か
な
誤
脱
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
っ
」
た
（
同
巻

歌
集　

解
題
九
六
〇
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
作
者
名
の
違
い
な

ど
は
基
本
的
に
反
映
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　

三
、
本
文
の
校
合
（
残
欠
巻
か
ら
巻
十
八
ま
で
）

※�

新
編
国
歌
大
観
所
収
の
本
文
が
、三
宝
院
本
を
校
合
に
用
い
つ
つ
も
、

基
本
的
に
は
群
書
類
従
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
群
書
類
従
本

の
底
本
が
、
複
数
回
の
転
写
を
経
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
誤
字
や
脱

字
、
さ
ら
に
は
作
者
名
の
脱
落
な
ど
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
よ
り
正

確
な
本
文
を
目
指
し
て
作
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
凡
例
）

ⅰ
、
使
用
し
た
テ
ク
ス
ト
及
び
そ
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

三
…
三
宝
院
本

　

日
…
日
光
院
本

　

片
…
善
通
寺
片
仮
名
本
（
ウ
ェ
ブ
）

　

平
…
善
通
寺
平
仮
名
本
（
ウ
ェ
ブ
）

　

群
…
群
書
類
従
本
（
活
字
本
）

　

国
…
国
歌
大
観
本
（
活
字
本
）

ⅱ
、�

新
編
国
歌
大
観
本
本
文
の
修
正
と
い
う
形
を
取
る
。
校
訂
に
際
し

て
は
基
本
的
に
祖
本
と
一
番
近
い
関
係
に
あ
る
三
宝
院
本
の
本
文

を
用
い
、
テ
ニ
ヲ
ハ
の
欠
落
な
ど
、
三
宝
院
本
に
明
ら
か
な
誤
り

の
認
め
ら
れ
る
場
合
の
み
そ
の
他
の
テ
ク
ス
ト
で
補
う
こ
と
と
し

た
。

ⅲ
、�

複
数
の
本
文
が
存
在
す
る
場
合
は
、
最
終
的
な
校
訂
案
を
太
字
ゴ

シ
ッ
ク
体
で
示
し
た
。

ⅳ
、
歌
番
号
は
新
編
国
歌
大
観
第
六
巻
所
収
の
も
の
に
拠
っ
た
。

ⅴ
、�

誤
字
や
脱
字
な
ど
を
除
い
た
用
字
・
仮
名
遣
い
・
送
り
仮
名
の
問

題
は
基
本
的
に
除
外
し
た
。
ま
た
日
光
院
本
の
詞
書
及
び
作
者
名

は
簡
略
化
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
一
部
を
除
い
て
対
象
外
と
し
た
。

ⅵ
、�

係
り
結
び
の
呼
応
の
不
備
は
、
実
詮
写
本
以
来
の
問
題
と
見
な
し

て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

○
残
欠
巻

一
～
三
…
日
は
欠
落
。

　
　

一
…�

作
者
名
を
三
は
「
寛
果
」
と
す
る
が
、他
本
の
「
寛
杲
」（
実

厳
附
法
）
の
誤
写
。

　
　
　

…�

片
・
平
は
四
句
を
諸
本
の
「
ア
ラ
ハ
レ
ヌ
ル
」（
三
）
で
は

な
く
「
ア
ラ
ハ
レ
タ
ル
」（
片
）
と
す
る
。

　
　

三
…�

片
・
平
は
作
者
名
を
「
法
印
新
瑜
」
と
す
る
（
他
本
は
「
法

印
親
瑜
」）。

四
～
六
…
日
光
院
本
は
夏
部
の
末
尾
に
置
く
。

　
　

四
…�

片
・
平
・
群
は
四
句
を
「
イ
フ
サ
ヘ
キ
ミ
カ
」（
片
）
と
す
る
。



六

そ
の
他
は
国
の
「
け
ふ
さ
へ
君
が
」
と
同
様
。

　
　

六
…�

日
は
他
本
で
欠
落
し
て
い
る
下
句
を
「
お
も
ふ
ね
さ
し
は
よ

し
近
く
と
も
」
と
補
う
。

七
～
一
〇
…
日
は
欠
落
。

　
　

七
…�

詞
書
は
三
は
な
し
。
群
・
国
は
「
題
欠
」、
片
は
「
此
哥
一

行
ア
ケ
テ
出
ヘ
シ
題
摩
滅
ト
見
エ
タ
リ
」と
註
し
、平
は「
題
」

と
あ
る
の
み
。
六
と
七
と
の
間
に
歌
の
欠
落
が
あ
る
と
見
る

べ
き
か
。

　
　
　

…�

結
句
で
三
は
「
ナ
ラ
ヒ
ス
ヤ
」
と
し
た
上
で
「
ス
ヤ
」
に
「
ヤ

ハ
ス
ル
カ
」
と
註
す
る
。
そ
の
他
は
す
べ
て
国
の
「
な
ら
ひ

な
ら
ず
や
」
と
同
様
。
今
は
三
に
従
っ
て
「
ナ
ラ
ヒ
ヤ
ハ
ス

ル
」
を
採
用
す
る
。

　
　

九
…�

平
の
み
四
句
「
い
は
で
過
ぬ
る
」、
他
は
国
の
「
い
は
で
す

ぎ
け
る
」
と
同
様
。

　

一
一
…
日
の
「
戀
部
」
は
こ
の
歌
か
ら
始
ま
る
。

　

一
三
…�

片
・
平
・
群
は
作
者
表
記
な
し
。
三
・
日
・
国
は
「
真
増
法
師
」。

善
通
寺
系
諸
本
に
お
け
る
作
者
名
の
脱
落
が
九
五
番
歌
の
重

複
に
つ
な
が
る
。

　

一
四
…�

三
・
日
は
初
句
「
コ
ヒ
ツ
ヒ
テ
」「
戀
つ
ひ
て
」
と
し
、
そ

の
他
は
国
の
「
恋
ひ
わ
び
て
」
と
同
様
。

　

一
七
…�

三
の
四
句
「
コ
ヒ
タ
ネ
ヨ
リ
」、
そ
の
他
は
国
の
「
恋
の
た

ね
よ
り
」
と
同
様
。

　

一
八
…�

三
の
詞
書
は
「
當
年
鎮
守
宮
十
五
首
哥
合
」
で
、そ
の
他
（
日

は
詞
書
な
し
）
は
す
べ
て
国
の
「
当
寺
鎮
守
宮
十
五
首
歌
合
」

と
同
様
。
同
様
（
二
七
番
歌
な
ど
）
の
詞
書
が
多
い
こ
と
か

ら
「
当
寺
」
が
妥
当
か
。

　

二
〇
…�

下
句
は
三
「
セ
キ
ト
ム
ル
イ
ニ
コ
ソ
フ
チ
ト
ナ
リ
ヌ
ル

イ
レ
カ
」、
日
「
せ
き
と
む
る
こ
そ
渕
と
な
り
ぬ
る
」、
そ
の

他
は
国
の
「
せ
き
と
む
る
に
ぞ
淵
と
な
り
ぬ
る
」
と
同
様
。

三
の
異
文
に
従
っ
て
「
セ
キ
ト
ム
ル
ニ
コ
ソ
フ
チ
ト
ナ
リ
ヌ

レ
」
と
す
べ
き
か
。

　

二
一
…�

片
・
平
は
三
句
「
ム
モ
ロ
ミ
ツ
」「
む
も
ろ
水
」、
そ
の
他
は

群
・
国
が
「
う
も
れ
水
」、
三
が
「
ム
モ
レ
ミ
ツ
」、
日
が
「
む

も
れ
水
」
と
な
る
。

　

二
二
…�

三
・
日
は
四
句
を
「
ヨ
ソ
ニ
ハ
ミ
エ
ス
」「
よ
そ
に
は
見
え
す
」

と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
よ
そ
に
は
み
え
ぬ
」
と
同
様
。

　

二
三
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
阿
闍
梨
成
恵
」、
そ
の
他
は
す
べ
て
「
阿

闍
梨
政
恵
」。
成
恵
は
大
僧
正
な
の
で
「
政
恵
」（
光
誉
附
法
）

が
妥
当
。

　

二
四
…�

三
は
三
句
が
「
ヲ
ト
ナ
シ
ク
」
で
、
異
文
と
し
て
「
ヲ
ト
ナ

シ
ノ
」を
挙
げ
る
。
そ
の
他
は
国
の「
お
と
な
し
の
」と
同
様
。

　

二
五
…�

三
は
二
句
「
イ
ハ
テ
山
ノ
」
で
、「
イ
ハ
テ
」
の
右
下
に
「
ノ

歟
」
と
補
う
。
そ
の
他
諸
本
は
す
べ
て
国
の
「
い
は
で
の
山

の
」
と
同
様
。

　

三
一
…�
片
は
作
者
名
を
「
覚
救
法
印
」
と
し
、異
文
と
し
て
「
法
師
」

を
挙
げ
る
。
そ
の
他
は
す
べ
て
「
法
師
」
と
す
る
。
本
集
で



七

は
基
本
的
に
僧
位
が
僧
名
の
上
に
来
て
い
る
の
で
「
法
師
」

が
妥
当
。

　
　
　

…�
片
・
平
は
結
句
「
色
ニ
ナ
リ
ケ
リ
」「
色
に
成
け
り
」
で
、

そ
の
他
は
国
の
「
い
ろ
に
な
り
ぬ
る
」
と
同
様
。

　

三
二
…�

三
は
三
句
を
「
ツ
カ
コ
ヒ
ハ
」
と
し
た
上
で
「
ツ
」
に
「
ワ

歟
」
と
註
す
る
。
片
・
平
・
群
は
「
我
戀
ハ
」「
我
戀
は
」「
吾

戀
は
」
と
し
、
国
は
「
吾
が
恋
は
」
と
す
る
。

　

三
四
…�

群
は
三
句
を
「
つ
か
み
か
ね
て
や
」
と
し
た
上
で
「
つ
ゝ
み

歟
」（
諸
本
と
同
様
）
と
註
す
る
。

　
　
　
　

�

日
は
結
句
「
人
に
し
ら
し
む
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
人
に

し
ら
れ
ん
」
と
同
様
。

　

三
六
…�

平
は
二
句
を
「
た
め
と
思
ふ
て
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の

「
た
め
と
お
も
ひ
て
」
と
同
様
。

　

三
八
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
厳
源
法
印
」、
片
は
「
法
印
」
と
し
た

上
で
「
法
師
」
と
修
正
、そ
の
他
は
す
べ
て
「
法
師
」
表
記
。

三
一
と
同
様
の
理
由
で
「
法
師
」
が
妥
当
だ
が
、
實
詮
の
段

階
か
ら
の
誤
記
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
（
三
〇
九
番
歌
も

同
様
）。

三
九
～
四�

一
…
三
・
片
は
（
四
一
→
三
九
→
四
〇
）、
日
は
（
四
一
→

三
九
）
で
四
〇
は
収
め
ず
。
平
は
（
四
一
→
四
〇
）
で
三
九

を
欠
く
。
群
は
国
（
群
を
底
本
と
す
る
）
と
同
じ
。

　

三
九
…�

三
・
日
・
片
は
作
者
名
を
「
阿
闍
梨
観
實
」
と
す
る
。
国
・

群
は
「
権
律
師
寛
恵
」
と
し
た
上
で
、巻
末
に
「
題
不
知　

阿

闍
梨
観
實
」
の
み
と
記
す
（
歌
は
欠
落
）。

　

四
〇
…�

平
の
み
「
花
の
み
と
雲
も
過
行
秋
来
れ
は
」
と
上
句
を
補
う
。

　

四
一
…�

群
・
国
は
作
者
表
記
な
し
。
平
は
「
権
律
師
恵
」、
三
・
日
・

片
は
「
権
律
師
寛
恵
」
と
す
る
。

　
　
　

…�

群
は
結
句
を
「
な
き
世
也
け
り
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の

「
な
き
世
な
り
せ
ば
」
と
同
様
。

巻
十
四

　

四
二
…�

三
・
日
は
四
句
「
ウ
チ
ト
ケ
ヌ
ル
ヽ
」「
う
ち
と
け
ぬ
る
ゝ
」、

そ
の
他
は
国
の
「
打
ち
と
け
ぬ
る
は
」
と
同
様
。

　

四
三
…�

三
・
日
・
国
は
二
句
「
イ
ツ
ハ
リ
ナ
ラ
ス
」（
三
）
で
、
片
・

平
・
群
は
「
イ
ツ
ハ
リ
ナ
ラ
ム
」（
片
）。

　

四
五
…�

三
・
日
は
四
句
「
オ
モ
ハ
レ
モ
セ
ヌ
」「
お
も
は
れ
も
せ
ぬ
」、

片
は
「
セ
ヌ
」
を
本
文
と
し
た
上
で
「
セ
ス
」
を
異
文
と
し

て
挙
げ
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
思
は
れ
も
せ
ず
」
と
同
様
。

　

四
六
…�

日
は
結
句
「
や
と
し
て
そ
見
る
」、三
は
「
ヤ
ツ
シ
テ
ソ
ミ
ル
」

と
し
た
上
で
「
ヤ
ト
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
の
他
は

国
の
「
や
つ
し
て
ぞ
見
る
」
と
同
様
。

　

四
七
…�

詞
書
で
平
は
「
道
通
り
け
る
（
に
）
人
の
」「
内
に
入
（
に
）

け
る
に
」な
ど
、「
に
」の
欠
落
が
認
め
ら
れ
る
。ま
た
三
は「
ツ

ラ
ハ
」
と
し
た
上
で
「
ツ
」
に
（
諸
本
と
同
様
の
）「
ワ
歟
」

と
註
す
る
。

　

四
九
…�

日
は
作
者
名
「
寶
光
丸
」、
他
は
す
べ
て
国
の
「
宝
玉
ま
ろ
」



八

と
同
様
。

　

五
一
…�

日
は
初
句
「
よ
な
〳
〵
に
」、
他
は
す
べ
て
国
の
「
よ
な
よ

な
は
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�
三
は
二
句
「
ワ
カ
オ
モ
ネ
ニ
」
で
あ
る
が
、
国
「
わ
が
思
ひ

ね
に
」
な
ど
の
誤
記
乃
至
實
詮
の
段
階
か
ら
の
欠
落
か
。

　
　
　
　

�

平
は
二
句
を
「
我
お
も
ひ
ね
の
」
と
し
た
上
で
「
お
も
ひ
ね

に
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

�

片
は
結
句
を
「
ワ
カ
レ
ナ
リ
ケ
リ
」
と
し
た
上
で
、
他
本
と

同
様
の
「
ナ
リ
ケ
ル
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　

五
二
…�

三
･
日
は
三
句
「
ア
リ
ト
ミ
ル
」「
あ
り
と
見
る
」、
そ
の
他

は
国
の
「
逢
ふ
と
み
る
」
と
同
様
。

　

五
三
…�

三
・
日
は
三
句
「
フ
ケ
ヌ
ト
ツ
ク
ル
」「
更
ぬ
と
つ
く
る
」
で
、

そ
の
他
は
国
の
「
か
こ
つ
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
三
句
「
鳥
か
音
の
」、
三
は
「
鳥
ノ
ネ
ノ
」
と
し
た
上

で
「
カ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
鳥
の

音
の
」
と
同
様
。

　

五
四
…�

三
は
二
句
「
ヤ
コ
ヱ
イ
ト
リ
モ
」
と
し
た
上
で
「
ヤ
コ
エ
ノ

ト
リ
モ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
八
こ

ゑ
の
と
り
も
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

片
・
平
は
四
句
を
「
ウ
キ
別
レ
ユ
ヘ
」（
片
）
と
す
る
。
そ

の
他
は
国
の
「
わ
か
れ
よ
り
」
と
同
様
。

　

五
五
…�

日
は
四
句
「
鳥
か
ね
の
み
と
」、
三
は
「
鳥
ノ
ネ
ノ
ミ
ト
」

と
し
た
上
で
「
鳥
カ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。
そ
の
他
は

国
の
「
と
り
の
音
の
み
と
」
と
同
様
。

　

五
七
…�

群
・
片
は
二
句
「
の
ち
に
し
る
へ
き
」「
後
ニ
シ
ル
ヘ
キ
」、

平
は
「
後
の
し
る
へ
き
」
と
し
た
上
で
「
後
に
」
を
異
文
と

し
て
挙
げ
る
。そ
の
他
は
国
の「
の
ち
に
み
る
べ
き
」と
同
様
。

　

五
八
…�

群
は
二
、三
句
を
「
月
は
な
み
た
の
影
さ
へ
て
」
と
す
る
。

そ
の
他
は
国
の
「
月
は
な
み
だ
に
影
き
え
て
」
と
同
様
。

　

五
九
…�

三
・
日
・
国
の
下
句
は
三
の
「
ワ
レ
モ
ナ
ク
〳
〵
月
ヲ
ミ
シ

カ
ナ
」と
同
様
。群
・
平
は「
つ
れ
も
な
く
〳
〵
月
を
み
る
哉
」、

片
は「
ツ
レ
ナ
ク
〳
〵
モ
月
ヲ
見
シ
カ
ナ
」と
し
た
上
で「
ツ

レ
モ
ナ
ク
〳
〵
月
ヲ
見
ル
カ
ナ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　

六
一
…�

三
は
二
句
を
「
ツ
ケ
シ
サ
カ
野
ニ
」
と
し
、
そ
の
他
は
国
の

「
わ
け
し
さ
が
野
に
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
が
「
わ
け
し
嵯
峨
野
に
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三

の
「
ツ
」
は
「
ワ
」
の
誤
写
乃
至
實
詮
以
来
の
誤
記
と
も
取

れ
る
。

　
　
　
　

�

作
者
表
記
は
三
・
日
・
片
が
「
加
子
丸
」
で
群
・
国
が
「
か

な
ま
ろ
」「
加
な
ま
ろ
」、
平
が
「
加
々
丸
」
と
す
る
。

　

六
三
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
春
玉
丸
」、
片
は
「
玉
」
の
異
文
と
し

て
「
王
」
を
挙
げ
、
平
・
群
・
国
は
「
春
王
ま
ろ
」「
春
王
丸
」

な
ど
と
す
る
。

　

六
四
…�
三
・
日
は
結
句「
秋
風
ソ
フ
ク
」（
三
）で
、そ
の
他
は
国
の「
あ

き
か
ぜ
の
ふ
く
」
と
同
様
。

　

六
九
…�

三
・
日
は
二
句
「
ナ
ク
サ
ム
ト
テ
ヤ
」「
な
く
さ
む
と
て
や
」、



九

そ
の
他
は
国
の
「
な
ぐ
さ
め
と
て
や
」
と
同
様
。

　

七
〇
…�

日
は
二
句
「
心
の
外
に
」、
そ
の
他
は
国
の
「
心
の
ほ
か
は
」

と
同
様
。

　

七
一
…�
三
・
日
は
詞
書
末
尾
「
月
ノ
ヨ
イ
」「
月
の
宵
」
で
、
そ
の

他
は
国
の
「
月
の
夜
」
と
同
様
。

　

七
二
…�

日
は
初
句
「
う
き
人
の
」、
そ
の
他
は
国
の
「
う
き
人
も
」

と
同
様
。

　

七
六
…�

三
は
二
句
「
カ
コ
シ
マ
ゝ
ノ
」、
そ
の
他
は
国
の
「
か
こ
ち

し
ま
ま
の
」
と
同
様
。

　

七
九
…�

片
・
平
は
四
句
「
ソ
ヨ
ニ
ナ
ル
身
ノ
」「
そ
よ
に
成
る
身
の
」、

そ
の
他
は
国
の
「
よ
そ
に
な
る
身
の
」
と
同
様
。

　

八
〇
…�

諸
本
で
異
な
る
本
文
を
有
す
る
（
平
の
〇
は
原
文
通
り
）。

　
　

三
…�

セ
メ
テ
サ
ライ

ハ
ウ
キ
タ
メ
シ
ニイ

モ
オ
モ
ヒ
イ
テ
ヨ
シ
ノ
ハ
レ

ヌ
ヘ
キ
ワ
カ
身
ナ
ラ
ネ
ハ

　
　

日
…�

せ
め
て
さ
は
う
き
た
め
し
に
も
お
も
ひ
出
よ
し
の
は
れ
ぬ
へ

き
我
身
な
ら
ね
は

　
　

群
…�

せ
め
て
さ
ら
は
う
き
例
に
も
思
ひ
て
よ
忍
は
れ
ぬ
へ
き
我
身

な
ら
ね
は

　
　

片
…�

セ
メ
テ
サ
ラ
ハ
ウ
キ
タ
マ
マ
シ
ニ
モ
マ
マ
出
テ
ヨ
シ
ノ
ハ
レ
ヌ

ヘ
キ
我
身
ナ
ラ
ネ
ハ

　
　

平
…�

せ
め
て
さ
ら
は
う
き
例
し
に
も
○
出
よ
○
は
れ
ぬ
へ
き
我
身

な
ら
ね
は

　
　

国
…�

せ
め
て
さ
ら
ば
う
き
た
め
に
し
も
思
ひ
て
よ
忍
ば
れ
ぬ
べ
き

我
が
身
な
ら
ね
ば

　

八
一
…�

日
は
四
句
「
又
う
ら
み
し
て
」、
そ
の
他
は
国
の
「
ま
た
恨

み
め
と
」
と
同
様
で
、
三
が
「
又
ウ
ラ
ミ
シ
ト
」
を
異
文
と

し
て
挙
げ
る
。

　

八
四
…�

群
は
三
句
を
「
夏
蝉
の
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
夏
蝉

も
」
と
同
様
。

　

九
〇
…�

日
の
三
句
は
「
ふ
り
そ
ふ
る
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
雨
ぞ

ふ
る
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

三
は
四
句
を
「
ハ
レ
オ
モ
ヒ
ノ
」
と
し
た
上
で
「
ハ
レ
」
の

下
に
「
ハ
歟
」
と
註
し
、日
も
「
は
れ
は
お
も
ひ
の
」
と
す
る
。

そ
の
他
は
国
の
「
は
れ
ぬ
お
も
ひ
の
」
と
同
様
で
、
上
句
と

の
対
比
か
ら
国
が
妥
当
か
。

　

九
三
…�

三
・
日
・
片
は
初
句
「
ウ
レ
シ
ト
ハ
」「
う
れ
し
と
は
」、
そ

の
他
は
国
の
「
う
れ
し
と
も
」
と
同
様
で
、
片
は
「
ウ
レ
シ

ト
モ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

�

三
は
二
句
「
ナ
ニ
オ
モ
ケ
ン
」
と
し
た
上
で
「
オ
モ
」
の
下

に
「
ヒ
歟
」
と
補
う
。

　

九
五
…�

平
・
群
・
国
は
「
真
増
法
師
」
の
詠
と
し
て
正
式
な
本
文
と

す
る
。
三
・
日
は
収
め
ず
、
片
は
細
字
の
書
入
と
し
て
記
し

て
あ
り
、
一
三
番
歌
の
作
者
名
の
欠
落
を
補
っ
た
と
も
取
れ

る
。
国
の
総
歌
数
が
四
七
一
首
と
な
る
の
は
こ
の
歌
の
存
在

に
因
る
が
、
三
で
校
合
し
た
の
で
あ
れ
ば
本
来
は
不
要
な
歌

で
あ
る
。



一
〇

巻
十
五

　

九
七
…�

三
は
四
句
「
ウ
ツ
ヽ
タ
ノ
ム
」、
日
は
「
う
つ
ゝ
た
の
ま
ん
」

で
、
そ
の
他
は
国
の
「
う
つ
つ
を
た
の
む
」
と
同
様
。

　

九
九
…�
三
は
詞
書
を
「
契
戀
戀
」
と
し
た
上
で
「
戀
」
に
「
變
」
と

註
す
る
。
そ
の
他
諸
本
は
「
契
變
戀
を
」
で
、日
の
み
「
を
」

を
欠
い
た
「
契
變
戀
」
と
な
る
。

　
　
　
　

�

日
は
結
句
「
う
ら
み
さ
ら
ま
し
」、
そ
の
他
は
国
の
「
う
ら

み
や
ら
ま
し
」
と
同
様
。

一
〇
二
…�

三
は
二
句
「
チ
キ
ル
マ
テ
コ
ソ
」（
諸
本
同
様
）
に
、
異
文

と
し
て
「
チ
キ
リ
」
を
附
す
。

一
〇
三
…�

群
は
初
句
を「
さ
の
み
に
も
」と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の「
さ

の
み
よ
も
」
と
同
様
。

一
〇
五
…�

片
は
歌
を
細
字
で
書
き
入
れ
る
（
脱
落
を
補
っ
た
か
）。

一
〇
八
…�

三
・
日
は
初
句
「
ナ
サ
ケ
ナ
ク
」「
な
さ
け
な
く
」、
片
は
虫

損
で
判
読
不
能
、
そ
の
他
は
国
の
「
何
と
な
く
」
と
同
様
。

一
〇
九
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
玉
漏
丸
」。
そ
の
他
は
国
の
「
玉
満
ま

ろ
（
丸
）」
と
同
様
。

一
一
二
…�

三
は
詞
書
「
五
十
首
哥
合
」、
そ
の
他
（
日
は
詞
書
な
し
）

は
「
十
五
首
歌
合
」。

一
一
八
…�

平
は
四
句
を「
わ
か
る
契
の
」と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の「
か

は
る
契
り
の
」
と
同
様
。

一
二
〇
…�

日
は
初
句
「
ひ
き
か
ゑ
し
」、
群
は
「
の
き
う
ゑ
し
」
で
、

そ
の
他
は
国
の
「
ひ
き
う
ゑ
し
」
と
同
様
。

一
二
二
…�

片
・
平
は
初
句
「
今
マ
テ
ハ
」「
今
迄
は
」、
そ
の
他
は
国
の

「
い
ま
ま
で
に
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
四
句
「
あ
は
れ
そ
人
の
」、
そ
の
他
は
国
の
「
あ
れ
ば

ぞ
人
の
」
と
同
様
。

一
二
三
…�

結
句
を
日
は「
今
は
な
り
ぬ
る
」、平
は「
今
や
成
ぬ
る
」と
し
、

そ
の
他
は
国
の
「
今
は
な
り
ぬ
れ
」
と
同
様
。

一
二
六
…�

三
は
二
句
「
人
ノ
ツ
ラ
ヰ
ヲ
」
と
し
た
上
で
、
他
の
諸
本
の

「
人
ノ
ツ
ラ
サ
ヲ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

一
二
九
…�

日
は
作
者
名
を
「
権
少
僧
都
有
誉
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国

「
権
僧
都
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
の
詞
書
末
尾
は
「
い
ひ
つ
か
は
し
侍
る
」
で
、
そ
の
他
は

国
の
「
侍
り
け
る
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

群
は
四
句
を
「
い
た
し
も
は
て
ぬ
」
と
し
た
上
で
「
い
」
に

（
諸
本
と
同
様
の
）「
わ
歟
」
と
註
す
る
。

一
三
二
…�

三
は
結
句
で
諸
本
の
「
沖
津
秋
風
」
を
「
オ
キ
ツ
ア
キ
カ
風
」

と
誤
記
。

一
三
三
…�

作
者
名
は
三
・
平
・
群
・
国
が
「
實
印
法
師
」、
日
・
片
は
「
實

印
法
印
」
で
、
片
は
「
法
師
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

一
三
四
…�

群
は
三
句
「
ま
れ
に
み
し
」、そ
の
他
は
国
の
「
ま
れ
に
こ
し
」

と
同
様
。

一
三
六
…�
片
・
群
は
四
句
「
ヨ
ハ
ル
ハ
野
邊
ノ
」「
よ
は
る
は
野
へ
の
」、

片
は
他
の
諸
本
の
「
ヨ
ハ
ル
カ
野
邊
ノ
」
を
異
文
と
し
て
挙

げ
る
。



一
一

一
三
七
…�

群
は
四
句
「
た
る
心
よ
り
」
で
「
る
」
に
（
諸
本
と
同
様
の
）

「
か
歟
」
と
註
す
る
。

一
四
〇
…�
群
は
初
句
「
う
き
人
の
」、
そ
の
他
は
国
の
「
う
き
人
を
」

と
同
様
。

一
四
一
…�

三
・
日
・
片
は
結
句
「
ム
シ
ハ
ナ
ク
ラ
ム
」（
三
）
で
、
そ

の
他
は
国
の
「
虫
の
な
く
ら
ん
」
と
同
様
。
な
お
片
は
「
虫

ノ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

一
四
二
…�

二
句
は
三
・
片
・
群
・
国
が
「
カ
キ
ア
ツ
ム
ル
ト
」（
三
）、

日
「
か
き
あ
つ
む
と
も
」
で
、
片
は
「
ル
」
の
異
文
と
し
て

「
レ
」
を
挙
げ
る
。
平
は
片
の
異
文
た
る
「
か
き
集
れ
と
」。

一
四
三
…�

群
は
詞
書
「
老
後
猥
戀
」
で
諸
本
は
「
老
後
恨
戀
」、結
句
「
我

そ
う
ら
む
な
」
で
諸
本
は
国
「
わ
れ
ぞ
う
ら
む
る
」
と
同
様
。

一
四
七
…�

片
は
詞
書
を
「
恨
戀
」
と
し
た
上
で
「
ヲ
イ
」
と
註
す
る
。

そ
の
他
は
日
が
「
恨
戀
」
で
あ
る
以
外
は
国
の
「
恨
恋
を
」

と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
・
群
は
四
句
「
我
つ
れ
な
き
を
」
で
、そ
の
他
は
国
の
「
我

が
つ
れ
な
さ
を
」
と
同
様
。

巻
十
六

一
四
九
…�

日
は
作
者
名
「
権
僧
正
寛
伊
」
を
「
権
僧
正
寛
意
」
と
す
る
。

　
　
　
　

�

片
は
二
句
を
「
春
ト
ハ
イ
ハ
シ
」
と
し
た
上
で
諸
本
の
「
春

ト
モ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

一
五
一
…�

日
は
二
句
「
御
代
の
中
な
る
」、
そ
の
他
は
国
の
「
み
代
の

ど
か
な
る
」
と
同
様
。

一
五
二
…�

三
・
日
は
三
句
「
ナ
キ
ヤ
ト
ハ
」「
な
き
や
と
は
」、
そ
の
他

は
国
の
「
な
き
や
ど
に
」
と
同
様
。

一
五
五
…�

作
者
名
は
三
・
日
が
「
愛
玉
丸
」、
そ
の
他
は
「
愛
王
丸
（
ま

ろ
）」。

　
　
　
　

�

片
は
結
句
を
「
タ
ム
ソ
ト
ナ
ル
」
と
し
た
上
で
「
ソ
ト
」
に

「
ケ
ト
ソ
歟
」
と
註
す
る
。

一
五
六
…�

平
は
二
句
を
「
こ
と
し
も
春
に
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の

「
こ
と
し
も
今
に
」
と
同
様
。

一
五
七
…�

三
・
日　

結
句
「
春
ノ
ヒ
ヒ
ナ
キ
」「
春
の
日
そ
な
き
」
で
、

三
は
「
ヒ
ヒ
」
の
異
文
と
し
て
「
ヒ
ソ
」
を
挙
げ
る
。
そ
の

他
は
国
「
春
の
か
ひ
な
き
」
と
同
様
。

一
五
九
…�

左
註
末
尾
は
群
・
国
「
う
け
た
ま
へ
る
」、
三
・
片
・
平
「
ウ

ケ
給
リ
」（
三
）、
日
「
受
給
ふ
」。

一
六
〇
…�

詞
書
は
日
が
「
勧
請
」
で
、そ
の
他
は
国
の
「
勅
請
」
と
同
様
。

な
お
片
と
平
は
、
詞
書
が
前
歌
の
左
註
か
ら
連
続
し
て
記
さ

れ
て
い
る
。。

一
六
二
…�

日
は
詞
書
「
人
の
家
に
」、
そ
の
他
は
国
の
「
人
の
家
の
」

に
同
じ
。

　
　
　
　

四
句
末
尾
の
「
タ
ヲ
レ
」（
三
）
は
、日
の
み
「
手
折
」
と
す
る
。

　
　
　
　

�
左
註
は
日
が
「
あ
る
し
ゆ
る
し
に
け
る
」
で
、
そ
の
他
は
国

と
同
様
に
「
ぬ
し
」
と
す
る
。

一
六
三
…�

片
は
三
句
を
「
タ
ヲ
リ
ナ
ム
」
と
し
た
上
で
、「
リ
」
の
異



一
二

文
と
し
て
（
諸
本
と
同
様
の
）「
ラ
」
と
註
す
る
。

　
　
　
　

�

群
は
四
句
「
花
を
か
さ
に
は
」、
そ
の
他
は
国
の
「
花
を
か

ざ
さ
ば
」
と
同
様
。

一
六
六
…�
群
の
四
句
「
○
つ
か
は
わ
れ
と
」（「
い
」
欠
落
）。

　
　
　
　

�

片
・
平
は
結
句
「
世
ヲ
ヤ
ス
ツ
ヘ
キ
」（
片
）
で
、
そ
の
他

は
国
の
「
世
を
ば
す
つ
べ
き
」
と
同
様
。

一
六
七
…�

作
者
名
は
平
「
権
僧
師
」、
そ
の
他
は
「
権
律
師
」。
結
句
は

三
・
片
・
国
「
ケ
レ
」（
三
）、
日
・
群
「
け
り
」、
平
「
鳧
」。

一
六
八
…�

日
は
二
句
で
諸
本
の
「
す
ま
ふ
」
を
「
す
も
ふ
」
と
す
る
。

一
七
一
…�

群
は
初
句
が
「
よ
の
中
に
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
よ
の
中

の
」
と
同
様
。

一
七
二
…�

群
は
二
句
が
「
命
に
か
へ
は
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
命
を

か
へ
ば
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
と
群
は
結
句
を
「
あ
は
れ
と
や
せ
ん
」
と
す
る
。
そ
の
他

は
国
の
「
あ
は
れ
み
や
せ
ん
」
と
同
様
。

一
七
三
…�

日
は
結
句
を
「
ち
り
ぬ
へ
う
な
る
」
と
し
た
上
で
「
う
」
に

（
諸
本
と
同
様
の
）「
ら
カ
」
と
註
す
る
。

一
七
四
…�

日
は
四
句
を
「
心
つ
か
う
や
」
と
し
た
上
で
「
う
」
に
「
ら
カ
」

と
註
す
る
。

一
七
五
…�

日
は
三
句
を
「
さ
く
ら
花
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
他
諸
本
の

「
山
桜
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

�

日
は
結
句
を
「
わ
か
れ
な
り
け
り
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国

の
「
け
れ
」
と
同
様
。

一
七
八
…�

平
は
結
句
「
ま
つ
は
け
ぬ
へ
し
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
ま

づ
は
け
ぬ
べ
き
」
と
同
様
。

一
八
〇
…�

片
は
結
句
「
春
ノ
ワ
カ
レ
ヲ
」
と
し
た
上
で
、（
諸
本
と
同

様
の
）「
わ
か
れ
も
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

一
八
一
…�

日
・
群
・
国
の
詞
書
は
「
郭
公
」
で
、諸
本
の
「
を
」
が
な
い
。

一
八
二
…�

詞
書
末
尾
は
三
・
日
・
平
「
キ
ヽ
侍
テ
」「
き
ゝ
侍
り
て
」「
聞

き
侍
り
て
」、
群
・
国
「
き
ゝ
て
」「
き
き
て
」、
片
は
「
キ
ヽ

テ
」
と
し
た
上
で
「
キ
ヽ
侍
テ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

�

平
は
四
句
を
「
う
き
に
は
音
を
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の

「
音
を
も
」
と
同
様
。

一
八
四
…�

詞
書
冒
頭
で
三
は
「
ア
ル
ト
コ
ロ
ヒ
サ
シ
ク
コ
モ
リ
ヰ
テ
ノ

チ
」
と
し
、
日
も
同
様
。
平
・
群
・
国
は
「
と
こ
ろ
に
」「
の

ち
に
」
な
ど
と
し
、
片
は
「
處
ニ
」
と
し
た
上
で
「
後
ニ
」

は
異
文
と
す
る
。

一
八
八
…�

詞
書
で
三
「
ア
レ
ハ
テ
ヌ
ト
キ
コ
ヘ
侍
シ
カ
ハ
」
を
平
「
あ

れ
は
て
ぬ
時
こ
へ
侍
り
し
か
は
」。
ま
た
三
「
マ
カ
リ
テ
ミ

侍
シ
ニ
」
を
平
「
罷
り
て
見
侍
る
に
」。

一
九
〇
…�

日
・
平
は
詞
書
末
尾
「
つ
か
は
し
侍
り
け
る
」、
そ
の
他
は

国
「
つ
か
は
し
け
る
」
と
同
様
。

一
九
一
…�

平
の
み
、
一
九
一
と
一
九
二
と
で
作
者
名
が
入
れ
替
わ
り
、

そ
の
旨
に
つ
い
て
「
名
斗
後
」「
名
斗
前
」
と
記
し
て
い
る
。

一
九
二
…�
日
は
作
者
名
を
諸
本
の
「
御
々
仁
丸
」
で
な
く
「
御
々
丸
」

と
す
る
（
同
じ
作
者
の
八
番
歌
は
収
め
ず
）。



一
三

一
九
三
…�

群
は
初
句
「
思
は
す
に
」、
そ
の
他
は
国
の
「
思
は
ず
よ
」

と
同
様
。

一
九
四
…�
三
は
二
句
「
ナ
レ
ミ
シ
ト
モ
ヽ
」、
そ
の
他
は
国
の
「
な
れ

に
し
友
も
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

片
・
平
は
結
句
「
カ
ハ
ラ
サ
リ
ケ
リ
」（
片
）
で
、
そ
の
他

は
国
の
「
か
は
ら
ざ
り
け
る
」
と
同
様
。

一
九
五
…�

詞
書
で
平
は
初
め
の
「
ワ
ラ
ハ
名
ヲ
ハ
」（
三
）
の
「
ハ
」

を
欠
く
。
そ
れ
に
続
く
箇
所
で
三
・
日
は
「
松
代
ト
イ
ヒ
ケ

ル
時
ノ
」「
松
代
と
い
ひ
け
る
時
の
」
と
し
、
そ
の
他
は
国

の
「
松
代
と
い
ひ
け
る
に
、
時
の
」
と
同
様
。
ま
た
末
尾
諸

本
の
「
よ
み
侍
り
け
る
」
を
平
は
「
よ
み
侍
る
」
と
す
る
。

　
　
　
　

�

結
句
は
平
が
「
か
た
み
成
け
る
」
で
、
そ
の
他
は
国
「
か
た

み
な
り
け
り
」
と
同
様
。
な
お
片
の
み
「
カ
タ
ミ
ナ
リ
ケ
ル
」

を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

一
九
六
…�

初
句
は
群
・
国
「
た
ら
ち
め
の
」、
そ
の
他
は
三
の
「
タ
ラ

チ
ネ
ノ
」
と
同
様
。

一
九
七
…�

詞
書
末
尾
は
日
・
群
「
月
を
見
て
」、
そ
の
他
は
国
の
「
月

を
み
給
て
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

結
句
は
群
・
国
「
い
つ
く
我
君
」「
い
づ
く
わ
が
君
」、
そ
の

他
は
三
の
「
イ
ツ
ラ
ワ
カ
キ
ミ
」
と
同
様
。

一
九
八
…�

詞
書
冒
頭
で
諸
本
の
「
出
家
ノ
コ
ロ
」（
三
）
を
、平
は
「
出

家
の
心
」
と
す
る
。

一
九
九
…�

四
句
は
三
・
日
「
ヌ
レ
テ
ハ
ヤ
ト
ル
」「
ぬ
れ
て
は
や
と
る
」、

そ
の
他
は
国
の
「
ぬ
れ
て
ぞ
や
ど
る
」
と
同
様
。

二
〇
〇
…�

三
句
は
群
・
国
「
よ
も
い
ら
し
」「
よ
も
い
ら
じ
」、
そ
の
他

は
三
の
「
ヨ
モ
ナ
ラ
シ
」
と
同
様
。

二
〇
四
…�

群
・
国
は
二
句
「
う
き
も
か
た
ら
し
」「
う
き
も
か
た
ら
じ
」、

そ
の
他
は
三
の
「
ウ
キ
ヲ
カ
タ
ラ
シ
」
と
同
様
。

二
〇
五
…�

群
・
片
は
初
句
「
身
の
う
さ
を
」「
身
ノ
ウ
サ
ヲ
」、
そ
の
他

は
三
「
身
の
う
さ
の
」
と
同
様
で
、片
は
「
ノ
」
を
異
文
と
し
、

日
は
「
を
」
を
抹
消
し
て
「
の
」
と
す
る
。

二
〇
七
…�

詞
書
末
尾
の
諸
本
「
蝕
ス
ル
コ
ト
ハ
」（
三
）、
平
は
「
ハ
」

を
欠
く
。

二
〇
八
…�

三
・
日
は
三
句
「
身
ノ
ウ
サ
ノ
」「
身
の
う
さ
の
」、
そ
の
他

は
国
の
「
身
の
う
さ
を
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
四
句
を
「
わ
す
ら
て
見
ゆ
る
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国

の
「
わ
す
ら
れ
て
み
る
」
と
同
様
。

二
〇
九
…�

平
は
結
句
を
「
影
を
こ
そ
み
る
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の

「
か
げ
を
こ
そ
み
れ
」
と
同
様
。

二
一
二
…�

平
は
初
句
「
い
つ
ま
て
と
」、そ
の
他
は
国
の
「
い
つ
ま
で
か
」

と
同
様
。

二
一
四
…�

群
は
詞
書
冒
頭
「
大
峯
に
い
た
り
て
」、そ
の
他
は
国
の
「
大

峰
に
い
り
て
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�
日
は
四
句
を
「
峯
ま
て
に
い
る
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の

「
峰
に
て
も
い
る
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

平
は
結
句
を「
月
み
る
か
な
」と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の「
月



一
四

を
み
る
か
な
」
と
同
様
。

二
一
五
…�

群
は
詞
書
前
半
「
西
山
な
る
と
こ
ろ
〳
〵
」、
そ
の
他
は
国

の
「
西
山
な
る
と
こ
ろ
へ
」
と
同
様
。

二
一
七
…�
詞
書
前
半
は
群
・
片
・
国
「
も
み
ち
み
に
ま
か
り
て
」「
モ

ミ
チ
ミ
ニ
マ
カ
リ
テ
」「
も
み
ぢ
み
に
ま
か
り
て
」、
そ
の
他

は
三
の
「
モ
ミ
チ
ミ
ニ
マ
カ
リ
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

同
後
半　

群
「
も
み
ち
の
ち
り
た
ち
け
る
を
」、
そ
の
他
は

国
の
「
も
み
ぢ
の
ち
り
か
か
り
け
る
を
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

平
は
作
者
名
「
春
王
丸
」、
そ
の
他
は
「
春
玉
丸
」
で
、
片

の
み
「
王
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

�

群
は
三
句
「
ち
り
け
る
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
ち
り
か
か

る
」
と
同
様
。
群
は
底
本
の
誤
記
で
あ
る
旨
を
記
す
。

二
一
八
…�

平
は
二
句
を
「
月
を
詠
め
る
」
と
し
た
上
で
諸
本
の
「
詠
む

る
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

二
二
一
…�

三
・
日
は
作
者
名「
権
少
正
寛
伊
」「
権
少
僧
都
寛
伊
」と
誤
記
。

そ
の
他
は
「
権
僧
正
寛
伊
」。

二
二
三
…�

詞
書
末
尾
は
日
・
平
が「
侍
る
」、そ
の
他
は
国
の「
侍
り
け
る
」

と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
初
句
が
「
け
ぬ
し
と
は
」
で
、
三
の
「
ケ
タ
シ
ト
ハ
」

の
誤
写
か
。

　
　
　
　

�

結
句
は
片
・
平
が
「
ツ
ヽ
ケ
ヽ
リ
」「
つ
ゝ
け
ゝ
り
」
で
と

も
に
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と
註
す
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
つ
け
け

り
」
と
同
様
。

二
二
四
…�

三
・
日
は
四
句
「
タ
メ
ニ
ア
ツ
メ
シ
」「
た
め
に
あ
つ
め
し
」、

そ
の
他
は
国
の
「
た
め
に
あ
つ
む
る
」
と
同
様
。

二
二
六
…�

群
・
片
・
平
は
三
句
「
時
し
ら
す
」「
時
シ
ラ
ス
」「
時
し
ら

す
」、
そ
の
他
は
三
の
「
時
シ
ラ
ヌ
」
と
同
様
。

二
二
八
…�

片
は
四
句
「
雪
ヨ
リ
ハ
ナ
ヲ
」
と
し
た
上
で
、
諸
本
の
「
雪

よ
り
も
猶
」（
国
）
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

二
二
九
…�

日
は
詞
書
な
し
。

　
　
　
　

�

日
は
作
者
名
「
権
僧
正
光
海
」
と
誤
写
。
そ
の
他
は
「
権
大

僧
都
」。

　
　
　
　

�

日
は
四
句
「
今
は
む
か
し
の
」
で
、
他
は
三
の
「
イ
マ
ハ
ム

ソ
シ
ノ
」
と
同
様
。

二
三
一
…�

群
・
国
は
四
句
「
命
を
う
ら
む
」
で
、
そ
の
他
は
三
の
「
イ

ノ
チ
ヲ
オ
シ
ム
」
と
同
様
。

二
三
二
…�

群
は
四
句
「
身
の
老
ひ
た
ら
ん
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
身

の
お
ひ
た
た
ん
」
と
同
様
。

巻
十
七

二
三
五
…�

群
・
国
は
初
句
「
お
ち
た
き
つ
」「
お
ち
た
ぎ
つ
」
で
、
そ

の
他
は
三
の
「
オ
チ
タ
キ
ル
」
と
同
様
。

二
三
六
…�

詞
書
末
尾　

三
・
日
「
ヨ
マ
セ
給
フ
ケ
ル
」「
よ
ま
せ
給
ふ

け
る
」、
片
「
ヨ
マ
セ
給
ケ
ル
」、
平
「
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
」、

群
「
よ
ま
せ
給
ふ
け
る
」
の
「
ふ
」
に
「
ひ
歟
」
と
註
す
る
。

国
は
「
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
で
、
三
乃
至
群
の
仮
名
遣
い
を



一
五

修
正
し
た
か
。

　
　
　
　

�

三
は
本
来
な
ら
二
四
〇
の
作
者
の
僧
位
た
る
「
権
律
師
」
が

歌
の
直
前
に
見
え
る
。

　
　
　
　

�
群
・
国
は
四
句
「
落
る
白
泡
」「
落
つ
る
し
ら
あ
わ
」、
そ
の

他
は
三
の
「
オ
ツ
ル
シ
ラ
ア
ハ
ノ
」
と
同
様
。

二
三
八
…�

三
・
日
は
作
者
名
に
「
御
室
」
な
し
（
そ
の
他
の
歌
に
は
見

え
る
）。

二
三
九
…�

三
・
日
・
平
は
結
句
「
ト
キ
ハ
ナ
リ
ケ
リ
」「
常
磐
な
り
け
り
」

「
と
き
は
也
け
り
」
で
、
三
と
平
は
他
の
諸
本
の
「
と
き
は

な
り
け
れ
」（
国
）
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。
實
詮
の
段
階

で
の
誤
写
と
な
る
か
。

　
　
　
　

�

三
は
下
句
を
重
複
し
て
記
し
、そ
の
下
に
二
四
〇
作
者
の「
良

厳
」
を
記
す
。

二
四
〇
…�

三
は
作
者
名
「
良
厳
」
の
み
で
「
権
律
師
」
な
し
（
二
三
六

の
詞
書
の
後
に
見
え
る
）。

　
　
　
　

�

三
・
日
は
四
句
「
カ
ス
ミ
ニ
ミ
ユ
ル
」「
か
す
み
に
見
ゆ
る
」

で
、
そ
の
他
は
国
の
「
か
す
か
に
み
ゆ
る
」
と
同
様
。

二
四
二
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
阿
闍
梨
成
恵
」
で
、
諸
本
の
「
政
恵
」

の
誤
写
か
。

二
四
三
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
阿
闍
梨
頼
瑜
」
で
、そ
の
他
は
国
の
「
阿

闍
梨
頼
真
」
と
同
様
。

二
四
六
…�

国
は
結
句
「
立
つ
け
む
り
か
な
」
で
、
他
の
仮
名
表
記
は

三
・
片
の
「
ケ
フ
リ
カ
ナ
」
の
み
。
同
様
の
例
は
二
四
八
、

二
四
九
（
群
も
）
に
も
見
え
る
。

二
五
〇
…�

日
は
二
句
「
ヤ
カ
テ
」（
三
）
欠
落
。

二
五
二
…�

日
は
初
句
「
く
れ
を
こ
そ
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
誰
を
こ

そ
」
と
同
様
。
た
だ
し
三
の
初
句
は
「
タ
レ
」
と
も
「
ク
レ
」

と
も
取
れ
る
。

二
五
三
…�

平
は
初
句
「
枝
若
き
」
で
、そ
の
他
は
国
の
「
え
だ
は
か
き
」

と
同
様
。
ま
た
四
句
を
「
松
を
た
よ
り
に
」
と
す
る
が
、
諸

本
は
国
の
「
た
よ
り
の
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

群
は
二
句
を「
も
と
は
つ
く
せ
ぬ
」と
し
た
上
で
、「
せ
」に（
諸

本
と
同
様
の
）「
ら
歟
」
と
註
す
る
。

二
五
四
…�

三
・
日
は
四
句
「
タ
レ
ヲ
ヘ
タ
テ
ヽ
」「
た
れ
を
へ
た
て
ゝ
」

で
、
そ
の
他
は
国
の
「
だ
れ
を
へ
だ
て
の
」
と
同
様
。

二
五
五
…�

群
・
国
は
二
句「
あ
る
に
ま
れ
な
る
」、結
句「
し
る
へ
也
け
れ
」

「
し
る
べ
な
り
け
れ
」で
そ
の
他
は
三
の「
ア
ル
モ
マ
レ
ナ
ル
」

「
シ
ル
シ
ナ
リ
ケ
レ
」
と
同
様
。
な
お
片
は
結
句
を
「
シ
ル

ヘ
ナ
リ
ケ
レ
」
と
し
た
後
に
「
シ
ル
シ
」
と
修
正
し
て
い
る
。

二
五
六
…�

群
は
四
句
「
あ
り
て
の
後
も
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
あ
け

て
の
の
ち
も
」
と
同
様
。

二
六
〇
…�

三
は
上
句
「
ツ
カ
サ
ニ
世
ヲ
ワ
カ
レ
ケ
ル
人
ヤ
ア
ル
」
と
し

た
上
で
「
ツ
」
に
「
ワ
歟
」、「
ワ
」
に
「
ノ
歟
」
と
註
す
る
。

初
句
に
つ
い
て
片
・
平
・
群
は
国
の
「
わ
が
さ
き
に
」
と
同

様
で
、
日
は
「
我
里
に
」
と
す
る
。
二
句
は
い
ず
れ
も
国
の

「
の
が
れ
け
る
」
と
同
様
。



一
六

二
六
一
…�

詞
書
末
尾
は
三
・
日
「
十
首
」
で
そ
の
他
は
「
十
五
首
」。

平
は
諸
本
の
「
つ
い
で
に
」
を
「
内
に
」
と
す
る
。

　
　
　
　

�
平
は
作
者
名
を
「
前
大
僧
正
恵
」
と
誤
写
。

二
六
四
…�
日
・
平
は
詞
書
末
尾
「
よ
み
侍
る
」
で
、
そ
の
他
は
国
「
よ

み
侍
り
し
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
結
句
「
か
へ
さ
に
そ
す
る
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
か

へ
さ
に
ぞ
し
る
」
と
同
様
。

二
六
五
…�

詞
書
で
日
は
三
の
「
イ
ホ
ヨ
リ
イ
テ
ヽ
」
を
「
菴
り
出
て
ゝ
」

と
す
る
。

　
　
　
　

�

平
は
詞
書
末
尾
に
「
よ
め
る
」
と
補
う
（
諸
本
な
し
）。

二
六
九
…�

群
は
四
句
「
よ
く
も
嵐
の
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
よ
に
も

あ
ら
し
の
」
と
同
様
。

二
七
一
…�

日
は
四
句
「
す
へ
と
ふ
り
ぬ
る
」、
そ
の
他
は
国
の
「
末
と

ほ
り
ぬ
る
」
と
同
様
。

二
七
六
…�

日
は
二
句
「
何
た
つ
ね
ら
ん
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
何
た

づ
ぬ
ら
ん
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

群
は
結
句
「
す
つ
へ
か
り
け
り
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
す

つ
べ
か
り
け
る
」
と
同
様
。

二
七
七
、
二
七
八
…�

平
は
順
序
が
前
後
す
る
。

二
七
七
…�

平
は
二
句
で
諸
本
の
「
カ
ク
レ
カ
ト
シ
モ
」（
三
）
の
「
も
」

を
欠
く
。

二
七
九
…�

群
は
二
句
「
心
を
す
て
ぬ
よ
も
」、
そ
の
他
は
国
の
「
心
と

す
て
ぬ
よ
も
」
と
同
様
。

二
八
〇
、
二
八
一
…�

日
は
順
序
が
前
後
す
る
。

二
八
三
…�

作
者
名
は
三
「
阿
闍
梨
果
覚
」、
群
「
阿
闍
梨
覚
杲
」、
そ
の

他
は
「
阿
闍
梨
杲
覚
」。

二
八
四
…�

日
は
結
句
「
も
の
と
な
り
ぬ
る
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
物

と
な
り
ぬ
れ
」
と
同
様
。

二
八
七
…�

群
は
作
者
名
を
「
阿
闍
梨
題
眞
」
と
し
た
上
で
「
題
」
に
（
諸

本
と
同
様
の
）「
頼
歟
」
と
註
す
る
。

　
　
　
　

�

三
は
詞
書
「
イ
フ
ル
心
ヲ
」、日
以
外
は
国
の
「
い
へ
る
心
を
」

と
同
様
。

　
　
　
　

�

三
は
初
句
「
オ
モ
ネ
ノ
」
と
し
た
上
で
、「
モ
」
の
右
に
諸

本
と
同
じ
「
ヒ
歟
」
と
補
う
。

二
八
九
…�

三
は
初
句
「
ナ
ニ
ト
ナ
キ
」
と
し
た
上
で
、
諸
本
の
「
ナ
ニ

ト
ナ
ク
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

　
　
　
　

�

片
は
「
ナ
ニ
ト
ナ
キ
」
と
し
た
上
で
「
キ
」
を
「
ク
」
に
訂

正
す
る
。

二
九
一
…�

三
・
片
・
平
・
国
は
の
三
句
は
三
の「
ス
キ
テ
ユ
ケ
ナ
」と
同
様
。

日
「
す
き
て
行
け
」、群
「
過
て
ゆ
け
る
」
と
し
た
上
で
「
る
」

に
「
衍
歟
」
と
註
す
る
。

　
　
　
　

�

片
は
結
句
を
「
思
ヒ
ナ
ス
ヘ
キ
」
と
し
た
上
で
諸
本
の
「
ナ

ス
ヘ
ク
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

二
九
二
…�
詞
書
冒
頭
は
三
が
「
心
ノ
ホ
カ
ニ
ア
ヤ
マ
チ
タ
ル
コ
ト
ノ

テ
」、
日
が
「
心
の
外
に
あ
や
ま
ち
た
る
こ
と
の
」、
そ
の
他

は
国
の
「
心
の
ほ
か
に
あ
や
ま
ち
た
る
事
侍
り
て
」
と
同
様
。



一
七

　
　
　
　

�

三
・
日
・
片
・
平
は
作
者
名
「
阿
子
代
丸
」
で
、
群
・
国
は

「
阿
千
代
ま
ろ
」。

　
　
　
　

�
日
は
左
註
な
し
。

二
九
四
…�
作
者
名
で
日
は
諸
本
の「
権
僧
正
」を「
権
少
僧
正
」と
誤
記
。

　
　
　
　

�

日
は
四
句
「
た
ゝ
ま
と
ろ
は
ぬ
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
た

だ
ま
ど
ろ
ま
ぬ
」
と
同
様
。

二
九
五
…�

片
・
平
は
二
句
「
ウ
ツ
ヽ
ト
イ
カ
ニ
」「
う
つ
ゝ
と
い
か
に
」

で
、
そ
の
他
は
国
の
「
い
か
で
」
と
同
様
。

二
九
七
…�

詞
書
で
日
は
諸
本
の
「
オ
ト
ロ
キ
オ
ホ
ユ
ル
ヨ
シ
ト
フ
ラ
ヒ

侍
ケ
ル
ノ
チ
」（
三
）
を
「
驚
覚
ゆ
る
よ
し
と
侍
り
け
る
後
」

と
す
る
。

　
　
　
　

�

群
・
国
は
結
句
末
尾
「
か
な
し
き
」
で
、そ
の
他
は
三
の
「
カ

ナ
シ
サ
」
と
同
様
。

二
九
八
…�

日
は
初
句
を
「
無
人
を
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
な
き

人
は
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

三
・
日
は
四
句
「
ト
ヒ
テ
モ
ナ
ニ
カ
」「
と
ひ
て
も
何
か
」、

そ
の
他
は
国
の
「
と
ひ
て
も
な
ど
か
」
と
同
様
で
、
片
の
み

三
と
同
じ
本
文
を
挙
げ
た
上
で
「
ナ
ト
カ
」
と
修
正
す
る
。

二
九
九
…�

群
は
詞
書
後
半
を
「
念
佛
の
許
」
と
す
る
。
諸
本
「
声
」
で
、

群
に
も
「
マ
ヽ
」
と
あ
る
。

三
〇
一
…�

三
・
日
は
結
句
「
ア
ル
ヘ
カ
リ
ケ
ル
」「
あ
る
へ
か
り
け
る
」、

そ
の
他
は
国
の
「
あ
る
べ
か
り
け
れ
」
と
同
様
。
実
詮
の
段

階
か
ら
の
誤
写
と
な
る
か
。

三
〇
二
…�

三
・
日
は
三
句
「
サ
メ
ニ
ケ
ル
」「
さ
め
に
け
る
」、
そ
の
他

は
国
の
「
さ
め
に
け
り
」
と
同
様
。

三
〇
三
…�

日
は
三
句
「
く
る
し
さ
は
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
く
る
し

き
は
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

片
・
平
は
四
句
を「
ナ
カ
キ
ネ
フ
リ
」「
長
き
ね
ふ
り
」と
す
る
。

そ
の
他
は
国
の
「
ね
む
り
」
と
同
様
。

三
〇
四
…�

平
は
四
句
「
猶
お
と
ろ
か
す
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
猶
お

ど
ろ
か
ぬ
」
と
同
様
。

三
〇
六
…�

三
は
作
者
名
を
「
ミ
ヨ
人
シ
ラ
ス
」
と
誤
写
。

三
〇
七
…�

群
・
国
・
平
は
四
句
「
い
か
に
や
聲
に
」「
い
か
に
や
こ
ゑ
に
」

「
い
か
に
や
こ
ゑ
に
」、そ
の
他
は
三
の
「
イ
カ
テ
ヤ
コ
ヱ
ニ
」

と
同
様
で
、片
の
み
「
イ
カ
ニ
ヤ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

三
〇
九
…�

片
・
平
は
作
者
名
「
厳
深
法
師
」、
そ
の
他
は
「
厳
源
法
師
」

で
、
誤
写
か
。

三
一
一
…�

詞
書
は
群
「
い
つ
も
夢
の
ほ
と
に
」、
そ
の
他
は
国
の
「
い

つ
も
そ
の
ほ
ど
に
は
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

ま
た
三
は
末
尾
が「
オ
モ
ツ
ヽ
ケ
侍
ケ
ル
」で
、「（
オ
モ
）
ヒ
」

の
欠
落
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　

�

日
の
詞
書
は
「
若
か
り
し
時
暁
こ
と
に
侍
り
け
る
い
つ
も
其

ほ
と
に
は
ね
さ
め
の
せ
ら
れ
け
る
に
」
と
、
大
幅
に
簡
略
化

せ
ら
れ
て
い
る
。



一
八

巻
十
八

三
一
二
…�

平
は
詞
書
冒
頭
「
大
僧
正
仰
下
さ
れ
て
侍
け
る
代
々
」、
そ

の
他
は
国
の
「
侍
り
け
る
時
」
と
同
様
。

三
一
四
…�
二
句
は
三
「
オ
モ
イ
テ
ト
モ
」、
日
「
お
も
ひ
出
に
と
も
」、

そ
の
他
は
国
の
「
お
も
ひ
い
で
と
も
」
と
同
様
。

三
一
五
…�

作
者
名
は
三
・
日
「
法
印
成
雅
」
で
、
そ
の
他
は
「
法
印
隆

雅
」。「
千
喜
久
丸
」
が
な
い
の
で
「
隆
雅
」
が
妥
当
か
。

　
　
　
　

�

平
は
結
句
「
歎
や
は
せ
む
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
な
げ
き

や
は
せ
し
」
と
同
様
。
た
だ
し
片
は
「
セ
ン
」
と
も
「
セ
シ
」

と
も
取
れ
る
。

三
一
六
…�

平
は
作
者
名
と
詞
書
と
の
順
番
が
前
後
す
る
（
誤
写
か
）。

三
一
七
…�

三
・
日
は
初
句
「
ソ
ノ
カ
ミ
ニ
」「
其
か
み
に
」、
片
「
ソ
ノ

カ
ミ
」
と
あ
っ
て
そ
の
下
に
「
ノ
歟
」
と
註
す
る
。
平
・
国

「
そ
の
か
み
の
」、
群
「
お
の
か
身
の
」。　

三
二
二
…�

群
は
二
句
「
別
れ
と
も
わ
れ
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
わ
れ

と
も
わ
れ
は
」
と
同
様
。

三
二
四
…�

三
・
日
は
三
句
「
オ
モ
フ
ミ
モ
」「
お
も
ふ
身
も
」、
そ
の
他

は
国
の
「
お
も
ふ
に
も
」
と
同
様
。

三
二
五
…�

群
は
三
句
「
あ
は
れ
こ
そ
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
あ
れ
ば

こ
そ
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
・
平
は
結
句
「
お
も
ひ
出
な
ん
」「
思
ひ
い
て
な
ん
」
で
、

そ
の
他
は
国
「
お
も
ひ
い
で
な
れ
」
と
同
様
だ
が
、
三
の
末

尾
は
「
レ
」
と
も
「
ン
」
と
も
取
れ
る
。

三
二
六
…�

三
は
詞
書
「
十
首
ヨ
セ
侍
ケ
ル
ニ
」
と
し
た
上
で
、「
ヨ
」

と
「
セ
」
と
の
間
に
諸
本
と
同
様
の
本
文
た
る
「
マ
歟
」
と

い
う
註
を
附
す
。　

　
　
　
　

�

三
は
結
句
「
オ
モ
テ
モ
カ
ナ
」
と
し
た
上
で
「
モ
」
の
下
に

「
ヒ
歟
」
と
註
す
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
お
も
ひ
で
も
か
な
」

と
同
様
。

三
二
七
…�

片
は
作
者
名
の
一
部
が
墨
の
た
め
に
判
読
不
能
。
諸
本
「
僧

正
良
伊
」。

三
二
九
…�

詞
書
（
日
は
な
し
）
は
片
・
平
の
み
「
十
五
番
」
で
、
そ
の

他
は
「
五
十
番
」。

　
　
　
　

�

三
・
日
は
初
句
「
ウ
キ
世
ソ
ト
」「
浮
世
そ
と
」、
そ
の
他
は

国
の
「
う
き
よ
と
て
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

三
・
片
は
三
句
「
ス
キ
シ
キ
ツ
」、日
・
群
・
国
「
す
ご
し
き
つ
」、

平
「
過
し
き
つ
」。
実
詮
の
段
階
か
ら
の
誤
写
か
。

三
三
〇
、 �

三
三
一
…
平
は
作
者
名
は
そ
の
ま
ま
で
歌
の
み
が
前
後
し
て

お
り
、「
書
違
」
と
註
す
る
。

三
三
一
…�

三
は
初
句
と
二
句
「
ス
テ
カ
ネ
テ
身
ニ
世
ハ
ア
レ
ト
」（
日

も
同
様
）、
片
は
「
ス
キ
カ
ネ
テ
身
ニ
ヨ
ハ
ア
レ
ト
」
と
し

た
上
で
、「
ス
テ
カ
ネ
テ
身
ハ
世
ニ
ア
レ
ト
」
を
異
文
と
し

て
挙
げ
る
。
平
は
「
捨
て
か
ね
て
身
に
世
は
あ
れ
と
」
と
し

た
上
で
「
身
は
世
に
あ
れ
と
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。
群

と
国
と
は
片
・
平
の
異
文
と
同
様
。

三
三
三
…�

片
は
結
句
が
虫
損
に
よ
り
判
読
不
能
。



一
九

三
三
四
…�

三
・
日
は
結
句
「
人
ノ
オ
モ
ハ
シ
」「
人
の
お
も
わ
し
」
で
、

そ
の
他
は
国
の
「
人
は
お
も
は
じ
」
と
同
様
。　

三
三
六
…�
群
・
国
は
作
者
名
な
し
。
そ
の
他
は
「
覚
救
法
師
」。

　
　
　
　

�
国
は
四
句
「
な
げ
か
れ
ぬ
」
で
、
そ
の
他
は
三
の
「
ナ
ケ
カ

レ
ネ
」
と
同
様
（
誤
植
か
）。

三
三
七
…�

群
は
詞
書
で
諸
本
の「
淳
恵
僧
都
」を「
淳
恵
僧
正
」と
誤
記
。

　
　
　
　

�

三
・
片
・
平
は
詞
書
で
「
述
懐
ノ
哥
」
と
し
、
そ
の
他
は
国

の
「
述
懐
歌
」
と
同
様
。

三
三
八
…�

群
は
詞
書
の
み
で
歌
を
欠
き
、
作
者
名
と
歌
は
三
三
九
が
続

く
。

三
三
九
…�

群
は
三
三
八
の
詞
書
の
後
に
こ
の
歌
が
続
く
。

　
　
　
　

�

日
は
詞
書
の
冒
頭
で
他
本
の「
心
サ
シ
ノ
ト
シ
月
侍
ケ
ル
ニ
」

（
三
）
を
、「
志
の
時
月
侍
り
け
る
に
」
と
す
る
。

　
　
　
　

�

平
は
詞
書
末
尾「
か
し
ら
を
お
ろ
し
け
る
時
」で
、群
と
日（
簡

略
化
）
以
外
は
国
の
「
か
し
ら
お
ろ
し
け
る
時
」
と
同
様
。

三
四
〇
…�

群
は
詞
書
「
述
懐
の
歌
十
二
首
」
で
、
諸
本
「
十
首
」。

　
　
　
　

�

平
は
初
句
を
「
何
事
に
」
と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の
「
何
ご

と
か
」
と
同
様
。

三
四
一
…�

日
は
二
句
「
た
め
に
と
つ
み
を
」、
そ
の
他
は
国
の
「
た
め

に
と
つ
み
も
」
と
同
様
。

三
四
三
…�

三
・
日
は
結
句
「
ス
ミ
ヨ
カ
リ
ケ
リ
」「
住
よ
か
り
け
り
」、

そ
の
他
は
国
の
「
す
み
よ
か
り
け
れ
」
と
同
様
。

三
四
五
…�

日
は
作
者
名
を
二
度
記
す
（
一
度
目
が
三
五
丁
裏
の
末
尾
で

あ
る
た
め
か
）。

　
　
　
　

�

三
・
日
は
結
句
「
コ
レ
モ
ナ
ラ
ヒ
ヲ
」「
こ
れ
も
な
ら
ひ
を
」、

そ
の
他
は
国
の
「
な
ら
ひ
ぞ
」
と
同
様
。　

三
四
六
…�

三
は
二
句
「
ナ
ケ
ヽ
ト
テ
モ
」
と
し
て
「
モ
」
の
前
に
「
シ
歟
」

と
註
す
る
。
こ
の
修
正
を
日
が
採
用
し
て
「
な
け
ゝ
と
て
し

も
」と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の「
な
げ
け
ば
と
て
も
」と
同
様
。

三
四
七
…�

群
・
国
は
詞
書
「
よ
み
け
る
中
に
」、
そ
の
他
は
三
の
「
ヨ

ミ
侍
ケ
ル
中
ニ
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
初
句
を
「
浮
こ
と
ゝ
」
と
し
た
上
で
、「
浮
」
の
右
に
「
憂

歟
」
と
註
す
る
。

三
五
一
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
法
印
成
禅
」
で
、そ
の
他
は
す
べ
て
「
法

眼
成
禅
」。
一
〇
二
番
歌
か
ら
「
法
眼
」
を
採
る
（「
成
厳
」

と
の
混
同
か
）。

　
　
　
　

�

日
は
二
句
「
む
く
ひ
こ
そ
は
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
む
く

い
に
こ
そ
は
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

三
・
日
は
三
句
「
ム
マ
ル
ラ
ン
」「
生
る
ら
ん
」
で
、
そ
の

他
は
国
の
「
む
ま
る
ら
め
」
と
同
様
。

三
五
四
…�

三
は
二
句
「
ナ
ウ
ウ
カ
ル
ヘ
キ
」
と
し
た
上
で
「
ナ
ウ
」
の

「
ウ
」
に
「
ヲ
歟
」
と
註
す
る
。

三
五
五
…�

日
・
平
は
結
句
「
た
の
み
も
せ
ん
」「
頼
み
も
せ
ん
」
で
、

そ
の
他
は
国
の
「
頼
み
に
も
せ
ん
」
と
同
様
。

三
五
六
…�
三
・
日
は
結
句
「
ウ
キ
世
ナ
リ
ケ
リ
」「
浮
世
な
り
け
り
」
で
、

そ
の
他
は
国
の
「
う
き
世
な
り
け
れ
」
と
同
様
。



二
〇

三
五
七
…�

下
句
は
三
「
モ
ト
ム
ル
エ
ヌ
ク
ル
シ
ミ
モ
ナ
シ
」、
日
「
も

と
む
心
の
く
る
し
み
も
な
し
」、
片
「
モ
ト
ム
ル
ニ
ヱ
ヌ
ク

ル
シ
サ
モ
ナ
シ
」、
平
「
も
と
む
る
に
得
ぬ
く
る
し
さ
も
な

し
」、
群
「
求
め
ぬ
に
え
ぬ
苦
し
み
も
な
し
」、
国
「
も
と
む

る
に
え
ぬ
く
る
し
み
も
な
し
」。

三
五
八
…�

三
・
日
は
三
句
「
ナ
ケ
カ
レ
ヌ
」「
な
け
か
れ
ぬ
」、
そ
の
他

は
国
の
「
な
げ
か
れ
ず
」
と
同
様
。

三
五
九
…�

三
・
日
は
作
者
名
「
能
因
法
師
」
で
三
は
「
本
ノ
マ
ヽ
」
と

註
す
る
。
そ
の
他
は
国
「
能
円
法
師
」
と
同
様
。
今
は
三
に

従
い
「
原
文
の
ま
ま
」
と
し
て
扱
う
。

　
　
　
　

�

群
は
三
句
を「
あ
る
な
ら
は
」と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の「
あ

る
な
し
は
」
と
同
様
。

三
六
一
…�

片
は
三
句
「
ア
ラ
マ
シ
ハ
」
と
し
た
上
で
、諸
本
と
同
じ
「
ア

ラ
マ
シ
ヤ
」
を
異
文
と
し
て
挙
げ
る
。

三
六
二
、
三
六
三
…�

日
は
順
序
が
前
後
す
る
。

三
六
三
…�

詞
書　

三
・
片
「
述
懐
ノ
哥
十
首
」、
平
「
述
懐
歌
五
十
首
」、

群
「
述
懐
の
歌
十
二
首
」、
国
「
述
懐
の
歌
十
首
」。
片
・
平
・

群
は
「
前
大
僧
正
」
の
み
で
、
三
・
国
に
見
え
る
「
成
恵
」

を
欠
く
（
日
は
詞
書
が
な
い
）。　

三
六
四
…�

群
・
国
は
二
句
「
吾
身
も
い
か
ゝ
」「
吾
が
身
も
い
か
が
」、

そ
の
他
は
三
の
「
ワ
カ
身
モ
イ
ト
ヽ
」
と
同
様
。

三
六
七
…�

片
・
平
は
結
句
「
イ
カ
ニ
シ
ラ
マ
シ
」「
い
か
に
し
ら
ま
し
」、

そ
の
他
は
国
の
「
い
か
で
し
ら
ま
し
」
と
同
様
。

三
六
八
…�

詞
書
で
三
「
ヲ
ロ
カ
ル
身
」、
日
「
あ
り
す
へ
し
」
は
い
ず

れ
も
誤
写
か
。
平
の
「
事
な
れ
と
」
は
諸
本
の
「
事
な
れ
ば
」

（
国
）
と
異
な
る
。

　
　
　
　

�

詞
書
冒
頭
の「
後
中
書
王
」（
諸
本
）を
三
・
日
は「
浮
中
書
王
」

と
す
る
。

　
　
　
　

�

平
は
四
句
「
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
」、
そ
の
他
は
国
の
「
お
も
ひ

も
よ
ら
じ
」
と
同
様
。

三
六
九
…�

群
・
国
は
三
句
「
身
に
し
み
て
」、
そ
の
他
は
三
の
「
身
ニ

シ
メ
テ
」
と
同
様
。

三
七
一
…�

詞
書
冒
頭
は
群
・
国
「
か
き
あ
つ
め
て
侍
て
」「
か
き
あ
つ

め
て
侍
り
て
」、
三
・
片
「
カ
キ
ア
ツ
メ
侍
テ
」、
日
・
平
「
書

集
侍
り
て
」「
書
集
侍
て
」。

　
　
　
　

�

群
は
二
句
「
心
ひ
と
つ
の
」
で
、
そ
の
他
は
国
の
「
心
ひ
と

つ
に
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
三
句
を「
お
も
ひ
な
は
」と
す
る
。
そ
の
他
は
国
の「
お

も
ひ
が
は
」
と
同
様
。

三
七
二
…�

詞
書
は
三
・
日
「
哥
ト
モ
ア
マ
タ
」「
哥
と
も
あ
ま
た
」、
そ

の
他
は
国
の
「
歌
ど
も
を
あ
ま
た
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

日
は
實
教
詠
を
本
文
に
組
み
入
れ
る
（
日
で
言
え
ば
三
六
三

番
歌
と
な
る
）。

　
　
　
　

�
三
・
日
は
實
教
詠
「
玉
ハ
カ
リ
コ
ソ
」「
玉
は
か
り
こ
そ
」、

そ
の
他
は
国
の
「
玉
ば
か
り
を
ぞ
」
と
同
様
。
三
は
初
句
を

「
ツ
カ
ノ
浦
ニ
」
と
し
た
上
で
「
ワ
歟
」
と
註
し
て
い
る
。



二
一

　
　
　
　

�

初
句
は
三
「
ワ
カ
浦
ニ
」、
片
・
平
「
ワ
カ
ノ
浦
ニ
」「
和
歌

乃
浦
に
」、
群
・
国
「
和
歌
浦
に
」、
日
「
和
哥
浦
に
」。

三
七
三
…�
群
・
国
は
詞
書
末
尾
「
お
も
ひ
つ
ゝ
け
侍
る
」「
お
も
ひ
つ

づ
け
侍
る
」、
そ
の
他
（
日
は
詞
書
な
し
）
は
三
の
「
オ
モ

ヒ
ツ
ヽ
ケ
侍
シ
」
と
同
様
。

　
　
　
　

�

群
は
二
句
「
心
を
よ
せ
る
」、そ
の
他
は
国
の
「
心
を
よ
せ
ば
」

と
同
様
。

三
七
四
…�

群
・
国
は
初
句
「
す
み
の
え
の
」、
そ
の
他
は
三
の
「
ス
ミ

ヨ
シ
ノ
」
と
同
様
。


